































 序 章  本研究の目的と方法  
   １．「特別の教科  道徳」をめぐる今日的状況  
   ２．本研究の課題  
   ３．先行研究と本研究の意義  
   ４．本研究の構成  
第１章  戦後日本の道徳教育政策の展開－「道徳の時間」を中心に  
第１節 「道徳の時間」の特設  
   １．全面主義の確立  
   ２．全面・特設主義への転換  
   ３．道徳教育関連学会の設立  
第２節  心の教育への傾倒  
  １．「心」への注目  
  ２．「心のノート」  
  ３．「私たちの道徳」への全面改訂  





５．「特別の教科  道徳」の全体像  
第２章    道徳授業論の多様化－「道徳の時間」の指導論  
第１節  基本型（価値の内面化）授業論の確立  
１．生活主義的な授業論  
   ２．価値主義的な授業論  
   ３．生活主義と価値主義の止揚－新価値主義的道徳授業論  
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第３節  道徳授業研究の到達点  
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   ２．思考を深めるための学習活動  
 ３．子どもの生活とのつながり  
第３章  現代的な教育課題と道徳学習－全教育活動を通じた道徳教育の指導論  
第１節  体験活動と教科・領域横断的な学習  
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   ２．教科・領域横断的学習への注目  
第２節  総合単元的道徳学習論の意義  
  １．総合単元的道徳学習論の背景  
  ２．総合単元的道徳学習プログラムの構成  
  ３．道徳教育カリキュラム構想への示唆  
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第３節  現代的な教育課題への対応  
   １．いのちの教育  
   ２．環境教育（持続可能な社会のための教育）  
第４章  道徳教育理論・実践に対する批判的検討  
第１節  実践的契機としてのシティズンシップ教育  
   １．シティズンシップ教育への関心  
   ２．日本におけるシティズンシップ教育実践  
 ３．シティズンシップ教育からの示唆  
第２節  理論的契機としての教科横断的学習論  
   １．教科横断的学習論の多元性  
   ２．教科連結型学習論における教科学習の意義  
   ３．教科連結型学習論からの示唆  
第５章  道徳教育実践学の意義と研究課題  
第１節  慣習的道徳の伝達と道徳的思考力の育成－道徳教育の内容構成  
  １．倫理的問題－哲学教育からの示唆  
  ２．発達に応じた内容構成－シティズンシップ教育からの示唆  
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   ２．グローバル化への対応  
 ３．学校における道徳教育の再定義  
終  章   本研究のまとめと今後の課題 
   １．総括（各章の概要）  




















































具体的な検討が進められ、2014（平成 26）年には「特別の教科  道徳」成立の方針が確定した。  
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【第３章 現代的な教育課題と道徳学習－全教育活動を通じた道徳教育の指導論】  
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